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自然観察から始まる探究活動

①観察場所と観察対象

②観察の視点

③観察から得られた気付
きと疑問

④疑問に対する解決の手
立てと成果



感じていた課題

課題①成果物の共有

プレゼンも「その場で見て終わり」

課題②相互評価

質疑応答の時間が不足

紙のコメントは面倒



三田国際学園について

• 2015年に戸板女子から三田国際へ

中学入学１期生は現在高２

• 生徒、教員全員ｉＰａｄ
Apple Distinguished School



実践の背景

①タブレット、ＰＣの活用
これからの時代の「文房具」として

あくまで「手段」（「目的」ではない）

②ファイル共有と相互評価のツール

スクールタクトなど ポートフォリオなど



スクールタクトの特徴

①スライドを生徒間で共有可能

②スライドに「いいね」「コメント」可能

③コメント欄でファイル共有可能

※画像はスクールタクトカタログより転載



ブラウザからログイン
（アプリではない）



クラスごとに「課題」を配布

これが
１つの課題



「課題」には「スライド」がある



スライドを一覧で確認できる
（通常の授業で活用しやすい）



これを「探究型課題」に活用



フォーマットを「課題」として提示





「コメント」「いいね」が可能



「コメント」で質問可能





タブレット・ＰＣの強み
• 大画面で作業・閲覧可能
スライド作成

動画作成

スライド一覧の確認

スライドを見ながらのコメント

スマホの画面
は小さい



単元のまとめとしての探究活動

①テーマ（問い）

②テーマ設定の理由

③内容の説明

④さらに知る必要のある

こと

⑤さらに探究したい

問い・テーマ

⑥参考資料





探究課題アンケート結果

1 2 3 4 5

「いいね」「コメント」

成果物の共有

「通常授業」と比較
してのやる気

自由なテーマ設定

課題の面白さ

肯定的否定的



課題に対する意見（観察からの探究）

他の人のプレゼンを見て、

完成度の高さを感じた。

他の人の発表やスライドを見られるので、

自分の改善点を見つけられて良い。

GWよりレベルが上がっていたな
と思いました。



発表する人に選ばれて嬉しかったです。
しかし、みんなの発表を聞いていると私の発表
がしょぼくて恥ずかしく思いました。
なので後悔は結構あります。

この後悔を次はしないようにいい発
表ができるように次はもっと頑張ろうと思
います。

もっと面白いテーマを見つけたいし、
実験も違うパターンで試してみたり、
考察をたくさんしたりもっと工夫を足していっ
て面白い発表ができるようにしたいと思った。
みんなスゴイ。



今後の課題

①生徒相互のフィードバック
コメントの量と質の向上

→「フィードバックの手引」の作成へ

②経験学習の質の向上
具体的な経験から抽象的な思考へ

→「ポートフォリオの手引」の作成へ

③年間の課題の接続（連続性）
単発の学びからサイクルへ

→「振り返りシート」の改善へ



まとめ

スクールタクトにより、成果物の共有や

生徒相互のフィードバックが可能になる。

成果物の共有や生徒相互のフィードバッ

クは、気付きを促し、やる気も高める。
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